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Keynoteスピーチ  

 
スポーツ庁参事官（民間スポーツ担当） 

由良 英雄 氏 

「スポーツの成長産業化  

〜スポーツ未来開拓プラン〜」  

「第 2 回 KEIO“SPORTS X”CONFERENC2017」 

2 日間でのべ 903 名の参加者を迎え、41 のセッション

を実施。 
2 回目を迎えた今回は、藤原ホールを中心に初日は計４トラック、2 日目

は 2 日目 3 トラックが進行した。 

Opening Remarks では、慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント

研究科（SDM 研究科）委員長、前野隆司教授と白坂成功教授は、 

なぜスポーツに取り組むか、について話した。スポーツ、競技者、観客、心、

製品、サービスなど、あらゆるものをシステムとして捉えてその関係性を新た

にデザインしてマネジメントしていくことで部分最適ではなく全体最適を目指

すことができる。単一の専門性だけでは解決できない課題は複合的に、統

合的にアプローチすると解決できるのではないか。人材育成が学術的にで

きていない現状で、横串を指すことを専門性と捉え、人材を育成するため

の大学院大学をＳＤＭは目指している。スポーツ産業が盛んなアメリカ

は、スポーツの人だけでなく、経済学、法律、国、など色々な人が、スポー

ツ発展の土壌を耕しているからこそ育っている。日本でスポーツ産業を拡大

するためには、多様な人を一つの目的に向かって交流させていくことが必要

だと感じている。そういった交流の場にして頂きたい。 

Keynote speech ではスポーツ庁の由良英雄参事官がスポーツ庁の考

えるスポーツ産業の成長について語った。スポーツに関係する GDP を 5.5

兆円から 15 兆円に伸ばすために、施策を具体的に示していただいた。 

複数の会場で実施していたが、どの会場でも熱気があふれ、講演終了後

には名刺交換のための長い列ができていた。活発な交流により、横のつな

がりが出来たと感じている。来年はさらに大きく成長させていきたい。 
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■実施概要 

日程  ：2017 年 7 月 27 日（木）・28 日（金） 9:00〜18:00 

会場  ：慶應義塾大学日吉キャンパス 協生館 

藤原洋記念ホール / 多目的教室 1 / 多目的教室 2 / クイーン・アリスイベントホール 

住所  ：神奈川県横浜市港北区日吉 4-1-1 

概要  ：「スポーツ×〇〇」のさまざまなイシューを取り上げるパネルディスカッションと講演を行います。 

参加対象 ：チーム・リーグ関係者、コーチ・トレーナー、センシングデバイス等メーカー、スポーツ用品メーカー、 

大学・研究機関等研究者、メディア、行政機関、学生、等 

参加費 ：一般 1 日券 5,000 円（各日 100 枚販売予定）、2 日券 8,000 円（300 枚販売予定） 

学生 3,000 円（100 枚販売予定） 

27 日交流会 8,000 円（60 枚販売予定） 

28 日懇親会 4,000 円（80 枚販売予定） 

主催  ：慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科 

後援  ：経済産業省、スポーツ庁 

協賛  ：全日本空輸株式会社（ANA)、凸版印刷株式会社、株式会社ゴールドウィン 

カシオ計算機株式会社、株式会社アシックス、トヨタ紡織株式会社 

株式会社ニコン（株式会社ニコンは実証実験） 株式会社 SPLYZA ※順不同  

協力  ：湧永製薬株式会社、アスリート ブランドジャパン株式会社 

株式会社ナイスガイ・パートナーズ、富士通株式会社 ※順不同 

参加者 ：2 日間延べ 903 名  

セッション数 ：41 
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